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第３９回校内焼き物展（柿右衛門展）開催 
年もあらたまった１月１２日（金）に第３９回校

内焼き物展（柿右衛門展）を開催しました。今年

度も児童たちは１学期から焼き物づくりに取り組

んできました。地域の陶芸家の方から指導を受け

たり有田工業高校の生徒さんたちから補助を受

けたりして作品を作り上げました。【コミュニティス

クールの一環です】 

審査と表彰のあと、１５代酒井田柿右衛門先生からお話をしていただきました。柿右衛門先生は、「有田焼

は分業になっていて、職人さんは自分の担当する分野を毎日繰り返して仕事をしています。同じことを毎日毎

日繰り返すのですが、それで飽きるということはありません。なぜなら、毎日毎日昨日より上達しようという気持

ちをもって仕事に打ち込んでいるからです。」という内容のお話をされました。子供たちには難しい内容だった

かもしれませんが、とても大切な話だと思いました。自分の仕事に誇りをもつことの大切さや日々の努力の大

切さについてお話してくださったのだと思います。子供たちが社会でよりよく生きていくために必要なものです。

学年に応じて各学級でも話をしていきます。 

表彰の際には、柿右衛門賞の児童の名前が読み上げられるたびに歓声と拍手が起こりました。賞をもらっ

た児童は満面の笑顔でした。作品は卒業するまで職員室前廊下のショーケースの中に展示されます。 

今年度は佐賀新聞社と佐賀テレビ、有田ケーブルテレビ、有田町広報の方に取材にきていただきました。 

 

認知症サポーター養成講座で学んだこと 
 ５年生を対象に、「認知症サポータ

ー養成講座」を実施しました。実施

に当たっては社会福祉協議会の方

にご協力いただきました。【コミュニ

ティスクールの一環です】 

 まず、児童たちに認知症について

の説明がありました。（写真左）ほとんどの児童が認知症という言葉
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を知っていましたが、説明を聞いて「なるほど」とうなずいていました。その後、認知症の方への接し方を学びま

した。上の写真は、財布のある場所が分からなくなった祖母のために、一緒に財布を探している様子です。見

つけてあげたのに隠していたと言われてしまうこともあるそうです。だから、本人に見つけさせるように、家族が

見つけても知らんふりをして、財布の場所に認知症の人を案内して、自然に自分で見つけるようにさせるのが

いいと教わりました。児童も「へー」と言う顔をしていまし。私も一緒にいましたが、なるほどと思いました。 

 左下の写真は、認知症の祖父と夕飯を食べている場面です。認知症のため、夕ご飯を食べたことをすっかり

忘れてしまい、もう一度夕食を催促する祖父にどのように対応したらいいかを児童が考え演じました。このよう

な場合は、夕食のことにはふ

れずに話題を変えるのが 1

つの方法だそうです。 

 右側の写真は、認知症の方

が買い物をしていて、レジで

請求されたお金を財布から

取り出せないでいる様子で

す。このときは、財布の中からお金を取り出すのを一緒に手伝う方法

があるとのことでした。昨年度より５年生がこの「認知症サポーター養成講座」を受けています。数年後には曲

川小学校の卒業生全員がサポーターになっていることと思います。 

 

大谷翔平選手から寄贈されたグローブ 大切に使います 
 １月になり大谷翔平選手寄贈のグローブが届きました。

合わせて唐津上場商工青年部様より軟式野球ボールを３

個いただきました。１週間ほど職員室前廊下のガラスケー

スに展示しました。その後、６年生から順番に体育の時間

に使うように計画しています。ただし、軟式野球ボールはキ

ャッチボールに慣れていない児童が多いため、柔らかめの

ボールを用意します。 

目標をもちましょう。そして目標を達成するためには工夫が必要！ 

 １月３０日の全校朝会で話したことです。「令和６年の目標は立てましたか。曲川小学校には次のような目標

を立てた人がいます。漢字を書けるようになりたい、計算問題をがんばりたい、です。同じような目標を立てた

人もいるでしょう。もう少し工夫すると目標が達成しやすくなりますよ。例えば、『漢字を書けるようになりたい。

そのために、１月３０日から２月５日まで、毎日２０文字ずつノートに漢字を書きます』のようにいつからいつまで

と期間を決めて、１日に取り組む漢字の数を決めると何をしたらいいか分かるので目標に向かって実行しやす

いですよ。」 

 我々大人も目標を立てることがありますが、ぼんやりした内容では実行しにくいてすね。子供ならなおさらです。

このことは、職員も意識して支援をする必要があると考えます。 


